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 入札の無効
本公告に示した競争参加資格のない者のし
た入札、競争参加資格確認申請書等に虚偽の
記載をした者のした入札及び入札に関する条
件に違反した入札は無効とする。
 手続における交渉の有無 有
 契約書作成の要否 要（本件は電子契約を
推奨する。)
 本工事に直接関連する他の工事の請負契約
を本工事の請負契約の相手方との随意契約に
より締結する予定の有無 無
 関連情報を入手するための照会窓口 ５
に同じ。
 競争参加資格の認定を受けていない者の参
加
２に掲げる競争参加資格の認定（再認定）
を受けていない者も５により競争参加資格
確認申請書を提出することができるが、競争
に参加するためには、開札の時までに当該資
格の認定を受け、かつ、競争参加資格の確認
を受けていなければならない。
 電子入札システムの稼動時間は、休日を除
く午前８時30分から午後８時まで。
 障害発生時及び電子入札システム操作等の
問合せ先は、次のとおりとする。
電子入札ヘルプデスク 電話0570021

777（ダイヤルイン）（平日のみ午前９時から
午後５時30分まで（正午から午後１時までを
除く。）。）
Mail：sys-e-cydeenasphelp.rx@ml.

hitachi-systems.com
 入札参加希望者が電子入札システムで書類
を提出した場合には、受付票及び競争参加資
格確認通知書を電子入札システムで入札参加
希望者に送付するので、必ず確認を行うこと。
 第１回の入札において落札者が決定しない
場合で再度入札に移行する場合の取扱い
 電子入札による場合
再度入札の日時については、再入札通知
書に記載して通知する。
 紙入札による場合
再度入札の日時について、入札会場で口
頭により知らせる。

 本掲示に関して詳細不明な点については、
上記５に掲げる担当課に照会すること。
 詳細は「入札説明書」による。

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
令和５年８月 21 日

国立大学法人神戸大学
契約担当役 理事 吉田 潔

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 28
〇第２号
１ 工事概要等
 品目分類番号 41
 工事名 神戸大学（ポートアイランド）バ
イオものづくり共創拠点（仮称）新営その他
工事
 工事場所 兵庫県神戸市中央区港島南町６
丁目３番の一部（神戸大学ポートアイランド
団地構内）
 工事概要 建築工事 一式
棟名称 バイオものづくり共創拠点（仮称）
主要構造 ＲＣ造
階数 地上３階

建築面積 1092
延べ面積 2947
工事内容 新営
棟名称 ボンベ庫
主要構造 ＲＣ造
階数 地上１階
建築面積 ６
延べ面積 ６
工事内容 新営

 完成期限 令和６年３月31日（日）まで
 使用する主要な資機材 コンクリート 約
3000、鉄筋 約450ｔ、鉄骨 約40ｔ、ガ
ラス 約350
 本工事は、工事施工について「ＶＥ提案と
ＶＥ提案に基づく施工計画」及び「工事全般
の施工計画」並びに「ワーク・ライフ・バラ
ンス等の推進」の取り組みに関する認定状況
（以下、「技術提案書等」という。）を受け付け、
価格と価格以外の要素を総合的に評価して、
落札者を決定する総合評価落札方式（標準型）
を実施する工事である。また、品質確保のた
めの体制その他の施工体制の確保状況を確認
し、施工内容を確実に実現できるかどうかに
ついて審査し、評価を行う施工体制確認型総
合評価落札方式の試行工事である。
 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律（平成12年法律第104号）」に
基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物
の再資源化等の実施が義務付けられた工事で
ある。
 本工事においては、資料の提出、入札等を
電子入札システムにより行う。
なお、電子入札システムにより難いものは、
発注者の承諾を得て紙入札方式に代えること
ができる。

２ 競争参加資格 次に掲げる条件を全て満たし
ている者であること。
 国立大学法人神戸大学契約事務取扱規程第
３条及び第４条の規定に該当しない者である
こと。
 会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
をした者又は民事再生法に基づき再生手続開
始の申立てをした者にあっては、手続き開始
の決定を受けた後に審査を受けた一般競争参
加資者の資格を有する者であること。

 文部科学省における建築一式工事に係る一
般競争参加者の資格（会社更生法に基づき更
生手続開始の申立てがなされている者又は民
事再生法に基づき再生手続開始の申立てをし
た者にあっては、手続開始の決定を受けた後
に審査を受けた一般競争参加者の資格をい
う。）を有し、「一般競争参加者の資格」（平成13
年１月６日文部科学大臣決定）第１章第４条
で定めるところにより算定した点数（一般競
争（指名競争）参加資格認定通知書の記２の
点数）が、1200点以上であること。
 平成20年度以降に、元請けとして完成・引
渡しが完了した、次の基準を満たす工事を施
工した実績を有すること。（共同企業体の構成
員としての実績は、出資比率が20％以上の場
合のものに限る。）
鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリー
ト造又は鉄骨造の学校施設、研究施設、庁舎
又は公共施設、病院施設において、延べ面積
1400以上の新営工事又は全面改修工事の
実績を有すること。
ただし、経常建設共同企業体にあっては、
経常建設共同企業体又は構成員のうち１者が
上記の施工実績を有すること。
 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監
理技術者を、当該工事に専任で配置できるこ
と。
 一級建築施工管理技士又はこれと同等以
上の資格を有する者であること。なお、「こ
れと同等以上の資格を有する者」とは、こ
れらと同等以上の資格を有する者として国
土交通大臣が認定した者であること。
 平成20年度以降に、元請けとして完成・
引渡しが完了した上記に掲げる工事の経
験を有する者であること。（共同企業体の構
成員としての経験は、出資比率が20％以上
の場合のものに限る。）ただし、経常建設共
同企業体の場合にあっては、１者の主任技
術者又は監理技術者が同種工事の経験を有
していればよい。
 監理技術者にあっては、監理技術者資格
者証を有する者であること。
 経常建設共同企業体の場合の上記２
ただし書きの記述に該当する者以外の者に
ついても、上記２に定める国家資格を
有する主任技術者又は監理技術者を専任で
配置できること。

７ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Nobuhiro Maeda, Presi‑

dent of Metropolitan Expressway Company

Limited

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Detail

Design and Construction of Seismic re‑

inforcement of Superstructure of Express‑

ways Route 5 Ikebukuro Line

 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms for the qualification by electron‑

ic bidding system : 4 : 00 P.M. 15 September

2023

 Time‑limit for the submission of tenders

by electronic bidding system : 10 : 00 A.M. 8

November 2023 (Tenders submitted by

mail : 4 : 00 P.M. 7 November 2023) (Note

that this may be subject to change)

 Contact point for tender documentation :

Accounting and General Affairs Group,

East Tokyo Bureau, Metropolitan Express‑

way Company Limited, 435 Nihonbashi‑
Hakozaki‑cho, Chuo‑ku, Tokyo, Japan,

1030015, TEL＋81(0)356404817
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